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、
防
止
に
つ
い
て
は
、

都
道
川
県
が
、

汁
策
池
山
域
内
一
の
設
川
府
組
に
本
を
リ
一
川
入
さ
什
る
公
t
ハ
川
水
成
九

日
一
州
出
水
に
つ
い
て
A

来
せ
排
水
鳥
準
を
戎
む
し
、
ま
た
対
策
池
山
崎
の
全
部
」

z
rは

却
を
ん
門
む
メ
域
に
お
け
る
ば
い
何
発
丹
施
設
に

ぉ
h
v

て
禿
刊
な
す
る
か
は
レ
涼
に
つ
い
て
一
乗
廿
抗
出
来
準
を
設
定
FJ
る、一戸一

ら
ー
れ
て
十
い
司
た

（
農
羽
地

1
壌
汚
決
防
止
法
ヒ
久
本
）

事
後
措
置
に
つ
い
て
は
、
都
道
府
県
f

川
右
が
片
策
地
域
に
お
け
る
対
策
バ
山
ど
ん
咋
屯
し
巾
」
？
～
改
良
川
地
の
山
口
数
の
絵
J
A
3
ピ
幻
う
こ

1r
が

定
め
ら
れ
た

（
山
内
点
地

l
境
汚
染
ル
バ
ム
以
下
条
）
コ
ま
士
、
長
率
取
締
zい
は
、
品
交
茶
に
よ
る
土
疑
的
染
を
末
伐
に
町
一
止
す
る
た
め
に

農
薬
に
つ
い
て
登
抹
制
を
保
山
し
て
い
る
υ

環Jえ決におげる政治手伝その多悼j~

人
気
本
支
・
土
凶
引
い
う
の
環
治
メ
デ
ィ
ア
懐
術
的
日
誌
平
と
し
て
、

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
演
対
日
東
山
什
別
抗
置
い
い
が
一
丸
丸
九
内
に
制
定
さ

同
叶
山
ガ
ス
、
は
出
火
J

に
A
，
王
れ
ゐ
ダ
イ
万
九
r
ン
ノ
類
い
つ
い
て
、
川
味
坊
省
ん
い
で
な
め
勺
排
出
品
刊
に
基
つ
く
胤
制
寸
奇
心
心
い
料

L
て
L
るト向、は、

k
H
A汚
染
防

K
決、

ぷ
貸
出
濁
防
l
法
で
と
同
様
で
あ
る
v

ま
た
、
そ
の
ほ
か
に
も
、

可
去
で
立
、
都
品
目
Z

付
司
市
長
刊

i
l
l
t
－

J

！
l

i

 

に
茶
づ
く

l
乗
せ
規
制
や
、
濃
い
d

同
制
の
み
で
は
山
崎
城
北
川
市
の

ftJqv閥
幹
vt
あ
る
乙
訟
の
ら
れ
る
地
域
に
お
け
る
総

EEHM制
な
い
〆
大

気
汚
没
防
止
t
j
目、

本
員
一
山
山
田
勾
防
ゴ
渋

t
司
一
様
の
規
制
的
手
決
が
い
同
い
y
J

れ
て
い
令
。

、
ア
れ
ま
で
に
取
れ
仁
げ
て
き
た
大
気
ι円
余
防

d
法
、
水
一
民
汚
濁
防
止
t
比
、
設
用
地

i
紘
一
汚
染
防
止
法
、
ゲ
イ
オ
ネ
一
J

ン
煩
対
策
耐
付
加

物
質
の
折
日
。
td院
内
に
お
い
ブ
に
規
制
的
子
山
内
zぜ
川
明
い
る
も
の
で
あ
つ
り
に
が
そ
れ
に
吋

L

一

ι口
一
一
午
に
矧
判
定
ゴ
ハ
れ
ゆ
人

百
円
白
土
、
土

l
d
d
l
i
y
i
 

化”
γ物
質
の
審
査
及
び
判
明
山
一
快
J

の
規
制

ι践
す
る
法
律

ヨ
下
、
一
化
ι
f
収
質
審
査
規
引
法
～

は
、
物
質
の
製
浪
。
輸
入
の
設
問
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に
お
い
て
規
制
的
一
法
を
E
u
い
る
も
の
で
あ
叱
同
法
は
、
三
期
母
性
を
主
「
る
円
学
物
質
の
一
製
査
等
に
つ
い
て
規
制
を
か
け
る
も
の

f
L
あ
り

新
規
化
月
j

物
質
に
コ
い
一
に
は

任川↑一向
Y
川
業
大
王
及
び
城
境
J
べ
立
に
日
明
け
払
な
け
れ

そ
の
訓
主
瓦
村
守
山
い
元
去
っ
川
rs
牛
労
働
大
T
I
J

、

は
ヨ
ら
ず
、
そ
の
安
ん
性
に
つ
い
て
事
前
審
査
を
受
け
る
こ
1
f
乙
さ
れ
て
い
る
。
審
奇
の
結
来
、
張
分
解
件
、
高
苔
活
性
、
長
期
毒
性

の
す
べ
ど
か
有
す
る
こ
と
が

4
川
町
し
た
場
台
に
は
、
第
極
的
定
化
学
物
質
こ
し
て
指
定
さ
れ
、
そ
の
製
造
e

輸
入
ば
原
則
ど
し
て
禁

止
さ
れ

を
止
の
山
虻
件
を
満
た
す
均
台
の
み
d

の
也
市
『
日
お
解
除
さ
れ
る
と
い
う
取
し
い
抑
制
が
か
け
ら
れ
て
い
る
。

叫
品
交
の
段
滑
に
お
い
と
は

円、

A
昌
子
弓

ηムバ一

一
一
一
刊
明
棄
物
の
処
理
刀
、
び
清
院
に

L
7…
ト
し
＼
ノ

II
っ

J
ノ

ノ

＼

f
c

5
折
に
清
斗
刑
法
に
代
わ
れ
別
定
さ
れ
た

践
す
る
法
律

円
九
業
物
処
進
法
～
日
目
透
別
手
、
れ
る
、
、
と
と
な
る
（
十
将
来
物
処
秤
法
で
は
、
廃
棄
物
を
般
従
来
伐
と
岸
業

（
以
ト
、

店
叫
ι弘
仙
刊
に
い
パ
ん
し
、

を
の
処
理
主
仔
と
メ
れ
ぞ
れ
市
町
村
と
抗
出
事
業
者
に
諜
し
ご
い
る
ν

と
〈
に
、
J

注
業
従
業
物
に
つ
い
て
は
、
排

出
事
業
者
が
じ
ら
処
呼
て
さ
ば
い
と
き
は
、
に
記
託
基
J
ー
に
し
た
が
コ
て
産
業
以
業
物
処
瑳
業
V
告
に
去
託
す

7
2
と
u
三
ー
与
え
り
が
、
4

性
来

夜
荒
川
吻
机
～
迎
誌
を
T
h
h
u

に
め
に
は
、
部
泣
い
札
県
知
事
り
一
訂
可
が
必
安
と
な
る
v

主ゃん、

一
般
廃
ι東
海
処
迎
施
設
及
び
従
業
廃
案
司
処
川
一

均
設
に
つ
い

J
U
J
H
可
制
が
採
刑
さ
れ
て
討
ぺ
以
’
荒
涼
設
共
端
午
、

処
分
斗
壮
f
h十
二
コ
い
て
は
政
令
及
び
坂
境
汚
へ
μ
に
定
め
が
置
7
m
J

れ

に

し、しい述
L
z
y
J
よ
よ
九
、

公
世
リ
問
料
・
環
境
問
川
唱
の
パ
ん
2

一Y
ヌ
然
に
防
止

rる
た
め
に
、

大
気
汚
ホ
ヘ
防
什
い
法
、
水
質
汚
濁
防

ι法
等
わ
が

自
の
尽
助
法
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
規
制
的
子
法
が
き
わ
め
に
右
効
に
出
府
び
れ
て
き
た
J

こ
れ
に
よ
り
、
か
っ
亡
の
制
大
公
誌
の

ょ
う
仕
深
刻
な
佐
議
被
害
は
影
J
V
一
潜
め
る
、

τ）
と
な
っ
た
。

:J 

地
利
用
規
制

ム
円
扶
一
時
境
保
全
法
制
に
お
J
f
k

は
、
池
山
川
指
定
や

L
た
う
え
と
吋
該
地
域
対
に
お
け
Y
G

｛止の一四川
4
I
F
主
苅
を
規
制
ム
o
J
G
ゾ
i
ニ
ン
グ

T
法
か
多
用
さ
れ
て
レ
る
＝
た
と
え
ば
、

優
れ
に
一
U
然
の
風
川
京
地
乞
川
ヘ
一
乏
し
そ
の
す
い
羽
の
栴
泣
い
乙
出
る
た
め
に
、

u然
不
パ
医
法
で
は
、
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対
象
と
ふ
る
地
域
安
一
国
立
公
園
、
回
心
州
市
↓
M
門、

w
仙沼ャ
1
川町
J
7
円
扶
公
開
：
〕

さ
、
つ
ご
ア
り
主
t
h
L
L
L
τ

品
川
也
h

夫、ー一
J
刑
リ
口
木
叶
与
え

ー

ム

J
K
一

C

J

↓：

1
1
1
i
l
－
－

f
i

泊

K
r↓J
の
ゾ
ー
ニ
シ
グ
を
行
い
、
斗
一
必
氾
域
内
に
お
け
合
一
定
の
行
為
を
制
限
し
し
お
り
、

ま
た
、
自
然
城
境
保
九
A

法
に
お
い
て
北
、

問
山
刊
の
状
忠
仁
MYP

－
保
持
す
る
な
こ
日
常
れ
た
p

汁
快
環
境
ヰ
有
一
3
0
担
域
を
保
八
十
ず
る
行
め
に
、
対
象
乙
な
る
地
成
を
以
刊
日
快
一
応
り
保
主
治

城
、
日
快
、
時
境
保
A

地
成
、
押
州
中
戸
判
県
汁
日
比
川
原
域
拡
ιι
川
城
こ
し
て
指
定
し
、
大
ら
に
そ
の
な
か
で
持
別
泊
豆
、
旧
日
刊
動
植
物
保
茂
組

日
己
守
の
ゾ
ヱ
J

グ
ち
に
行
い
、
斗
妹
、
公
団
州
込
山
／
一
門
叫
一
様
に
当
政
均
域
内
に
お
け
る
先
日
ノ
七
品
z
V
｝
校
以

γ
司
令
市
川
ん
件
、
〈
な
っ
て
い
る
u

エ
り

わ

原
中
口
扶
…
球
境
保
全
地
域
に
つ
い
と
は
、
立
人
制
浪
斗
J

き
わ
め
と
斗
双
山
相
な
行
為
別
別
が
か
か
る
こ
し
し
と
さ
れ
て
お
り
、
U

引っ九九有

地
ん
J

み
が
祁
｛
似
の
汁
象
と
J

7

J

J

L

い
る
一
そ
の
ほ
か

刀
法
ハ
ザ
保
設
及
び
村
山
猟
の

d
Jげ
化
に
間
以
ず
る
法
律

品川閉山山川叩川一歳

ヘ
以
下

ほ
ご
に
お
け
る
品
川
目
以
議
区
立
寸

レコ

む
丸
る
野
牛
劫
植
物
の
種
の
県
人
引
に
協
す
h
島
氏
律
「
以
「
、
一
様
mv
保
存
長
一
～

に
お
一

CLH宇
心
地
付
J
U
A
護
区
古
に
つ
い
て
J
、u
、

、
指
定
さ
れ
た
地
域
内
に
お
け
る
行
為
税
制
を
は
的
と
す
る
／
｜
一
一
／
グ
子
、
広

が
尚
リ
人
さ
れ
て
い
る
c

環Jえ決におげる政治手伝その多悼j~

ま
こ

w州
市
海
域
似
合
注
制
ト
お
い
て
も

都
市
計
一
回
決
亡
は

／

i
一
r

グ

f
fい
が
重
民
に
は
役
割
を
果
た
し
て
い
る
v

h

と
、
ズ
ば

後
れ
た
白
然
の
風
景
pe
社
社
十
い
い
す
べ
き
地
は
、
市
仲
阻
ん
同
一
川
内
か
ら
外
す
こ
と
を
原
則
と
し
て
お
わ
、
土
台
、
前
川
計
河
川
口
域
内
に

ら
れ
る
い
肘
ノ
芯
地
域
、
示
問
品
目
区
、
風
波
地

μ等
の
ゾ
一
ン
グ
と
建
築
基
準
法
、
三
説
法
斗
d

に
悲
づ
く
規
制
に
よ
れ
、
都
市
い
山
山
け
る

E
郎
、
眺
望
、
胃
小
説
与
の
ア
メ
ニ
ア

f
が
保
〈
γ
5れ
る
什
組
み
／
｝
な
コ
て
い
る
。
ま
た
、
都
市
に
お
け
る
禄
地
の
保
全
に
つ
い
て
ー
も
、

町
山
市
緑
川
以
作
に
必
っ
き
、
部
澄
川
原
が
お
一
川
1
叶
担
に
緑
川
仏
人
ム
地
域
を
作
的
、
当
夜
山
地
域
内
に
お
け
る
建
議
物
の
副
長
、

l
p
p
γ
J
n
J
V

～一一宋川ト

／
十
じ
j
l
f

付J
に
あ
た
り
属
出
制
を
等
入
ず
る
日
三
／
ニ
ン
グ
手
法
が
ァ
山
川
刑
さ
れ
マ
、
い
る
。
さ
ら
に
、

。
。
同
年
に
副
H
4

定
さ
れ
に
m京
歓
法
に
お

cfも
、
京
裁
凶
出
－
〆
成
守
刀
／

1
三、
J

グ
を
行
う
こ
こ
に
よ
り
、
以
は
は
京
銭
円
形
成
を
凶
る
こ
、
ぐ
こ
さ
れ
て
い
る
n
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珠山ゆ
y

J仏
に
お
け
る
規
制
則
的

T
誌
の
限
以
J

1既
c I 

前
述
L

J

J

よ
う
に
わ
？
川
r
U］
の
環
境
法
に
お
、
て
は

周
引
的
子
法
が
こ
れ
主
ゲ
、
さ
わ
め
て
重
裂
な
役
割
を
川
ポ
に

L
T
き
た
こ
ど
っ

二
一
が
で
き
る
u

、
」
れ
に
よ
り
、
大
気
、
内
索
、

本
質
汚
濁
当
日
公
害
に
よ
る
非
市
に
派
刻
な
健
以
後
ー
は
告
し
く
減
少
し
、
？
人
気
環
境
、

水
質
環
杭
等
も
大
相
に
改
主
は
さ
れ
る
な
ど

ど
の
成
果

zr
一
げ
る
こ
vと
が
で
き
た
よ
う
に
む
わ
れ
る
c

し
か
し
な
か
ら
、

議－
vh内
也
C
y
h
山
針
各
紙
化
に
よ
り
、

呪制り叩け

JF法
の
み
て
は

l
分
に
対
1
4
で
き
な
い
場
一
昨
か
多
く
吋
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
一
き
て
い
る
へ

弘
前
一
に
、
か
つ
て
の
匹
人
公
六
を
は
じ
め
と
「
る
い
工
市
久
江
公
合
の
大
部
分
が
持
む
の
企
業
の
事
業
出
動
に
み
一
の
岡
町
内
J

ど
ム
付
し
て
い
P

J

の
と
円
い
れ
な
け
、
九
f
ゴ
の
坂
境
問
肢
は
不
叶
け
定
多
数
の
発
庁
i

源
に
起
出
す
る
も
の
が
増
加
し
て
い
る
わ
口
動
車
折
山
ガ
一
三
円
よ
る
！
大
気
店
内

平
日
排
水
に
よ
る
水
資
汚
泌
を
は
v
J

め
、
従
業
物
問
題
、
地
球
混
一
政
化
問
題
同
日
の
都
市
刑
・
片
山
型
、
山
梨
境
問
題
M
A
び
机
球
規
校

の
広
が
一
り
を
も
っ
珠
境
問
問
唱
を
解
決
し
て
い
く
た
め
に
は
、

反
制
的
手
法
必
外
の
政
4
w
f

一法
I
3
必
M
7戸

Y

戸
れ
る
よ
う
に
な
ワ
て
き
て
い

《コ
仏
門
に
、
人
の
往
九
古
川
斤
ば
活
動
に
よ
る
域
経
負
荷
が
出
法
似
へ
τ
一
上
の
支
障
を
A
1
じ
さ
せ
る
お
そ
れ
、
一
j

な
わ
ち
胤
杭
1
ノ
ヲ
ヘ
ケ
へ
の
作

的
対
比
の

原
持J

ス
ク
は
、

J
く
に
、
長
期
母
性
を
有
す
る
化
学
物
珂
の
制
政
治
、
折
凸
H
J
に
つ
い
に
山
辺

t
な

る、」
ζ

が
多
い
U

人
の
健
康
へ

と
り
わ
け
勺
定
最
前
な
影
響
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
日
い
化
学
物
質
に
つ
い
て
は
、
川
明J
制
約
千

法
を
川
川
い
る
、
」
と
が
咋
L
い
。
そ
こ
で
、
こ
の
点
に
つ
い
℃
も
、
規
制
約
手
法
以
外
の
政
策
千
法
の
必
説
作
が
z
一
一
可
ま
る
こ
〆
吉
、
な
る
の

で
あ
る
U
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前
一
仁
、

大
ヌ
ゐ
水
！
と
川
共
h
a
一り、

地
に
つ
い
て
は
私
維
の
設
，
心
が
認
め
つ
れ
て
い
る
た
め
、
？
時
利
用
規
制
与
に
は
一

ドヮ
i
L
3
J
工、
vo

－

－

－

 

ご
ヤ
ム
ゐ
利
日
十
胤
制
す
る
に
あ
た
っ
て
も
、
止
当
な
桁
信
L

を
斐
す
ノ
る
こ
こ
y
し
な
る

士
宮
法
一
九
条

レ釦
T
A

一、

」

J
J

1可

川
町
一
骨
格
に
対
ず
る
池
山
同
月
一
心
凶
主
主
人
Y
み
ら
れ

そ
れ
が
け
4
枇
↓
な
り
厳
し

J

－
く
に
ー
が
M
門
の
？
也
利
用
作
制
に
お
い
て
は

ρ
川
尻
引
小
用
地
と
な
る

u
に
？
も
間
話
が
あ
る
と
、
え
よ
う
。

川一一
T

で
は

ャ
れ
h
，
一
一
つ
の
問
題
庁
ピ
つ
い
て

炉
開
加
に
検
出
」
つ
る
、
｝
子
乙
一
G
J

ゐ。

つ

不
計
竹
山
多
数
の
八
北
川
派
ル
起
因
す
る
隷
境
問
窓

上
？” 

E
2円
九
作
涼
に
U
辺
国
ず
る
t

へ
と
叫
汚
染
に
つ

u

て
は
、

大
気
汚
染
川
止
法
に
必
づ
く
規
制
、
す
な
わ
ち
引
出
比
一
帯

M
%
び
総
日
甲
規
制
ぷ
品
川
ー
に
基
っ
く
川
崎
制
mv
有
効
な
活
用
に
よ

η
、
州
市
レ
！
日
性
反
ま
で
緩
和
さ
れ
る
に
ム
l

う
た
わ

L
か
る
に
、
移
動
玲
牛
滋
で

あ
る
自
動
阜
に
記
一
凶
す
る
人
気
汚
染
に
つ
い
て
は
、

大
気
汚
｝
染
防
止
な
L

必
づ
く
規
制
の
み
亡
は
、

依
然
よ
し
と
問
中
，
涯
の
勝
決
が
駅
到

な
ふ
仇
い
い
次
に
あ
る
の
凶
｛
疋
品
川
河
川
1
滞
の
場
今
日
弘
、
あ
る
か
i

吃
八
ん
年
源
を
特
定
、
し
規
制
す
る
二
と
が
り
院
で
あ
っ
た
が
、
日
動
宇
は
不
叶
片
山
多

環Jえ決におげる政治手伝その多悼j~

炊
の
移
動
円
以
辺
守
掃
で
あ
る
ー
に
め
、
思
北
守
出
向
の
叶
付
先
は
ほ
ぼ
P

小
川
慌
て
あ
り
、
凶
｛
疋
川
ハ
北
バ
ー
治
対
東
T
／
～
は
川
大
な
る
手
泌
が
止
め
ら
れ
る
こ
と

と
仕
る

J
げ
」
で
、
人
気
汚
染
防

ι法
で
は
、
凶
助
十
い
？
の
巡
行
者
に
川
河
、
〕
規
制
吹
か
け
る
の
で
は
1
6
／
＼
ユ
の
波
法
ケ
ム
ロ
い
必
制
を
か
け

る
♂
ヨ
法
士
採
円
～
J
V

て
い
る
戸
、
↓
な
わ
ち
、
環
境
ト
八
日
が
定
め
た
自
助
且
排
出
ガ
ス
の
京
に
つ
い
て
の

A
在
阪
皮
〈
ト
人
気
汚
決
防
と
法

ー
条
一
政
J

を
暗
仰
で
き
る
よ
去
に
、
同
交
通
人
広
は
道
路
淫
浅
平
河
法
上
の
似
安
茶
慌
を
訟
え
し
、
現
遣
が
れ
に
こ
れ
を
潔
す
さ
せ

る
と
い
う
構
造
規
制
が
ほ
月
さ
れ
一
に
い
る
の
で
あ
る
つ
こ
の
よ
う
な
許
税
限
戊
に
ぶ
づ
く
胤
制
は
、
環
境
者
ι
U
4
の
改
正
に
亡
リ
強
化

さ
れ
亡
お
り
、
世
界
で
も
ト
：
フ
ク
ラ
ス
の
一
段
？
い

乙
な
っ
て
い
る
U

L
か

L
は
が
ら
、
こ
の
寸
つ
な
厳
L
い
規
制

口
動
半
閉
山
ガ
ス
に
起
刈
「
る
一
人
気
↓
汚
染
の
状
況
は
一
向
に
改
番

と
い
れ
了
状
物
別
（

p
刊さ

で
ム
わ
る
バ
ヘ

F長
イヒ

さ
れ
な
力
、
ノ
九
（
ヘ
う
か
で
も
、
と
く
に
間
川
知
と
な
る
の
が
、
宗
哀
酸
化
物
「
N
O一〆

限
界
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斗ハ！長及び一
J
議～
ν：j
状
物
同
日
ト
、
の
い
ず
れ
ピ
っ
し
い
て
色
、
城
崎
某
所
の
注
J
品
率
は
思
わ
し
く
な
か
っ
z
y
h
v

匂
げ
の
即
川
円
、
乙
v
J
て
は
、
一
け
助
旦

の
国
十
、
、
規
制
の
日
殺
の
か
な
ず
イ
下
ゼ
ル
日
効
力
一
心
凶
手
、
与
が
考
え
ら
れ
た
。
そ
こ
で
、

～L、!] 
au 
札一、
」

れし

: Ex人i.tcチj苅（3・4"8CJJ f:j(i「2iJCS.i I、

れ
ハ
九
年
ト
ル

「，

H
政
市
か
ら
排

内
さ
れ
る
窒
素
酸
化
物
の
特
’
t
市
山
崎
に
お
け
る
総
量
の
削
減
守
に
闘
す
る
特
別
桁
F
汁庁、

ヘ
以
下

「
出
政
E
Nハリ
λ

法

つ
り
年
に
は
？
に
八
一
悩
な
改
止
ん
で
受
日
て
法
仙
れ
ら
口
J

じ
一
？
？
問
中
か
ら
か
出
犬
、
れ
る
妥
索
隊
化
物
及
ひ
れ
子
状
物
質
の
特
定
泊
岐
に
お
け

一

戸

〕

－
n
r
M
法
L

、
ニ
改
め
ら
れ
た
。
司
法
は
、
ム
1
品
目
事
排
出
力
ス
の

る
総
量
の
削
減
等
に
間
消
↓
rJ
司
令
特
別
w
恒晶体一ー

（
以
ヘ
、
一
九
段
4
N
U

う
ち
、
議
案
際
化
物
及
び
粒
十
状
物
質
一
汁
象
2
し
ご
お
じ
、
ヂ
ィ

l
ぜ
ル
一
H
劫
事
の
走
行
台
数
の
哨
加
に
よ
れ
、
川
M
L
宵
北
川
準
心
達
成

告
が
き
わ
め
ど
低
く
止
ま
ッ
て
し
る
地
域
を
モ
れ
ぞ
れ
牢
哀
酸
化
物
持
策
地
波
及
び
粒
p

十
状
物
質
汁
策
地
域
と
し
て
政
令
で
指
ど
し
、

臼
が
策
定
し
た
笠
素
酸
化
物
総
量
削
減
基
本
日
々
幻
及
ひ
付
子
次
物
立
総
日
削
減
基
本
右
計
に
民
づ
き
、
中
l
該
地
域
C
都
道
府
県
知
事
が

引
Jr
本
燥
化
物
総
呈
釘
A
M計
百
匹
ま
た
は
が
子
状
物
質
総
世
此
流
計
山
間
ど
策
定
す
る
い
ー
し
に
上
り
、

白
引
市
中
か
ら
抗
心
さ
れ
る
有
五
俗
化
物

及
び
い
紅
p
j
状
功
一
定
の
総
量
の
削
減
ピ
同
る
こ
と
と
日
的
と
し
て
い
る
P

い
て
こ
と
は
、

t
d取
地
域
内
山
使
用
の
f

半
拠
を
有
「
る
一
ア
ィ
i
ぞ

ル
ム
円
動
車
に
つ
い
て
述
山
市
さ
れ
る
京
素
吸
化
初
矧
山
主
叩
ま
た
は
い
机
子
状
均
支
祈
川
主
ハ
ホ
に
逮
ム
n
し
た
い
も
の
に
コ
い
て
h
車
検
正
が

父
町
さ
れ
な
い
し
一
い
え
ノ
卒
後
胤
制
が
L
Y

く
に
苦
誌
な
役
割
を
決
じ
る
こ
と
と
な
る
一

こ
の
、
ぞ
つ
に

凶
助
六
桃
山
山
ガ
え
に
よ
る
大
気
汚
渋
の
内
閣
に
つ
い
て
は

発
’
一
源
に
た
日
る
排
出
行
為
に
一
対
ふ
2
0夜
長
山
h
d
規
制

と
は
な
く
、
自
助
市
の
構
泣
批
判
制
や
快
尽
市
神
規
制
乙
い
っ
た
柑
援
的
な
規
制
的
手
汁
庁
、
が
い
同
一
い
ら
れ
て
い
る
弓
に
特
徴
が
y
m
b
れ
る

上
山
ヤ
事
業
場
に
設
戸
さ
れ
る
わ
f
ι
J

珂
…
誌
か
つ
の
排
水
に
起
対
FJ
る
水
質
九
円
濁
に
つ
い
て
生
、
と
く
に
健
泰
ば
可
ー
に
つ
い
て
は
、

同
一
汚
濁
防
止
法
に
長
づ
く
規
相
、
一
号
店
わ
か
っ
和
本
系
市
及
び
絞
量
規
制
瓦
準
に
基
づ
く
抑
制
の
有
効
な
f
川
用
に
よ
り
、

乙
刀
ば
り
の
レ
ベ

ル
ま
C
改
醤
さ
れ
て
き
て
い
る
口
そ
の

身
、
生
活
昨
日
水
に
よ
る
本
町
民
民
咽
滑
り
問
題
に
つ
い
て
は

は
円
引
平
此
刊
の
l

ガ
ス
の
場
合
乙
コ
叶
禄

に
、
不
川
引
む
多
数
の
汚
湾
涼
川
ピ
ご
ん
ら
原
M
川
2
小
ゆ
っ
て
レ
る
た
め
、
従
来
の
規
制
的
γ
J法
に
ぽ
な
じ
み
難
い
も
の

J
V
ム母、

ポ

r← 、、日
《弓、



川間叩旧
q
J
の
閉
鎖
性
水
域
に
お
け
る
片
山
原
境
項
じ
に
つ
い
て
環
境
法
準
の
達
成
主
が
し
し
が
ら
長
い
の
は
、

こ
の
i

一
に
い
関
連
〕
て
い
る
と

将
J

え
ら
れ
る
。

十
m
h
l

～

山
町
毒
物
問
思
に
つ
い
て
』

除
棄
物
処
早
川
一
試
周
辺
に
お
け
る
碍
域
汚
染
の
開
法
や
末
法
投
棄
を
は
じ
め
／
て
J
る
際
棄
物
の

不
適
正
処
立
の
同
誌
に
刻
忠
し
、
十
夜
来
物
処

mp市
及
び
溌
一
双
物
処
巾
施
設
の
有
者
に
お
い
て
前
付
制
h
I
採
用
さ
れ
て
お
り
、
計
叫
に
ぷ

っ
く
胤
引
か
行
わ
れ
て
－
V
G
J
hヘ
蕊
棄
物
山
川
町
砲
を
抜
本
的
に
解
決
」
つ
る
た
め
に
は
、
従
来
物
の
除
出
問
中
を
削
減
「
る
こ
一
が
況
に
よ
り

も
重
安
で
丸
山
打
、
優
先
λ
q
J

ヘ
き
政
策
で
あ
る
と
忠
h
れ
る
c

し
か
し
な
か
に
り
、
存
可
に
某
づ
〈
規
制
の
み
で
は
、
店
地
J

料
パ
物
心
外
出
剖
減

へ
の
ノ
ン
ヒ
ン
テ
／
v

ノ
か
働
き
難
い
J
存
え
ら
れ
る
〈

一
文
」
ド
門
J
h
k

、
地
球
u
四
必
死
化
問
題
に
つ
い
て
は
、
そ
の
ド
エ
市
久
立
原
同
が
二
隊
化
円
山
九
千
哀
を
は
じ
め
と
い
ヲ
る
温
宰
相
川
市
ポ
ガ
ス
の
川
刈
山
山
日
中
心
急
激

何
百
増
大
で
あ
る
と
考
ス
ら
れ
る
た
め
、

同
比
一
解
決
に
ふ
r

た
っ
て
は
、

混一十
lm
川
果
カ
え
の
折
山
川
削
減
J

デ
一
似
る
必
要
が
J

め
る
J

し
か
る
に
、

与
ヨ
、
人
心
忙
会
経
済
活
動
、
り
あ
っ
ゆ
る
場
附
に
お
い
て

一
時
明
示
出
川
以
来
は
必
抗
的
に
折
附
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
こ
れ
ま
た

環Jえ決におげる政治手伝その多悼j~

ほ
制
的
［
法
ど
は
な
い
v

ま
以
い
と
い
う
同
地
が
あ
る
「

こ
の
「
ざ
い
、
不
特
定
多
数
の
引
先
4
婦
に
起
因
す
る
城
崎
問
題
は
、
広
範
多
川
、
に
わ
た
っ
て
恥
L

り
、
こ
れ
、
つ
の
問
題
を
解
決
す
る
ピ

あ
た
り
、
規
制
的
子
法
で
は
十
f

吋
に
機
院
、
〕
約
な
い
こ
と
は
川
町
円
で
あ
る
ご
版
、
い
つ
れ
た
大
の
発
午
抑
に
よ
る
汚
染
な
ら
一
円
子
こ
ど

抗
出
来
準
、
排
ぶ
μ
栴
刊
M
J
に
付
加
づ
〈
規
制
を
か
村
、
北
川
げ
違
反
に
付
し
て
は
改
芳
命
ぃ
ー
を
発
動
L
制
裁
乙
し
て
ノ
行
政
罰
を
科
一
ヲ
二

Y
4】

川
授
と
あ
る
が
、
代
古
川
」
源
が
小
1
2
h
数
に
山
町
十
什
す
る
坊
合
に
は

基
準
が
い
同
工
r
づ
き
れ
て
い
る
か
否
か
か
γ
確
認
了
J

る
h

ア
ニ
が
ほ
ほ
ヌ
ピ
ョ

詑
で
あ
る
U

規
制
約
手
法
は
、
八
ム
小
川
を
よ
伏
、
に
防
J
H
）
〆
川
町
境
を
似
全
ず
る
小
人
げ
の
り
も
っ
〆
｝
も
効
果
的
な
政
へ
い
手
法
ζ

し
て
照
的
法
に

h

cf多
川
市
六
れ
て
き
ア
日
炉
、
こ
こ
に
き
て
そ
の
以
界
が
間
若
に
、
九
ら
れ
る
k

う
に
な
っ
て
い
る
n
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ミυ 

不
滑
ー
で
～
な
珠
境
j
ス
ク
へ
の
一
村
vu

人
の
健
蕊
ヘ
幻
山
川
智
が
之
性
的
か
っ
4

心
H
E
川
町
に
確
認
さ
れ
て
い
る
化
守
物
質
の
河
川
生
息
や
州
市
に
つ
い
て
は
、

従
前
一
で
り
似
品
川
制
的
子
作

に
よ
り
対
叫
し
て
き
た
乙
戸
こ
っ
て
あ
る
、
」
ヲ
で
に
述
川
た
よ
う
に
、

お
い
て
は
に
学
物
質
審
査
規
制
法
に
本
づ
き
第

一
部
判
定
化
y

字
物
質
心
政
迄
に
つ
い
て
原
則
禁
J
H
や
烹
味
ず
る
i

副
円
討
が
辛
人
、
予
れ
て
お
り
、
排
出

3

、fL
中
J

治、一、ト
H
d
h
九

lv
守

l

d

I

7ノ
と
J
A

ご
｛
V

九少

防

d
法
、
ー
水
質
必
勝
一
防
J
H
法
勾
J
I
～
ぶ
っ
き
抗
出
長
洲
、

松
本
主
川
市
等
を
上
は
る
淡
叫
況
で
の
λ

竹
中
川
物
自
の
か
川
川
が
栄
J
M
さ
れ
て
い
る
n

ご
1

れ

ι汁
し
、
へ
の
健
康
へ
の
影
響
が
不
明
な
化
”

γ物
質
に
つ
い
て
は

規
制
明
手
法
を
川
附
い
て
JUA
し
く
対
没
。
る
こ
と
は
南
維
で

為
司
令
と
く
に
、
ド
民
敗
苛
ー
を
布
し
汐
昭
一
性
心
低
h
v

化
学
科
目
に
つ
レ
に
は
、
環
境
巾
に
民
鉱
山
れ
そ
の
三
一
三
U

状
滋
て
残
留
す
る
可
能

性
が
い
同
い
こ
し
〈
か
ら
高
収
の
辻
な
が
求
め
ら
れ
る
が
、
ど
の
桜
度
の
呈
ハ
ピ
摂
取
す
る
と
影
響
が
日
れ
G
心
か
明
ら
か
で
な
い

い
J

そ
こ
で
、
化
学
物
質
審
伝
川
崎
制
訟
で
は
、
部
分
解
件
、
低
白
山
慣
性
、
長
期
計
一
性
吉
有
す
る
化
学
物
質
を
第
一
楼
特
定
作
、
Jf物
質
と

し
て
政
令
で
慌
た
し
、
事
業
者
に
ス
の
怒
川
・
陥
入
子
定
時
札
口
帆
の
届
出
義
務
と
が
し
て
い
る
f

ま
f
、
治
バ
伊
特
定
化
J
f
均

JP
起
因

ー
る
t
M
仏
引
の
同
染
九
よ
る
人
の
拍
車
一
取
扱
単
一
等
J
V
L

防

H
寸
る
勺
め
に
、
メ
の
L
M
抗
生
？
に
つ
い
て
制
限
す
る
必
要
が
生
り
〕
、
厚
手
労
働
大
同
、

行

γ
済
完
楽
大
臣
及
ひ
喋
境
I
八
位
が
こ
れ
を
認
め
た
と
き
は
、

Mr
済
産
業

k
Hい
は
製
造
恥
総
入
予
定
数
字
心
変
一
見
寸
を
伯

rJる
こ
〉
が
で
き

る
、
こ
の
、
ご
つ
に
、
」
弔
問
点
似
判
定
化
川
γ物
質
の
場
合
、
前
述
、
〕
L
P

～治

話
特

み
ら
れ
る
叶
r造
与
の
u
h
ι

の
4hm
ノh
d
J
U削

J

パド砕いい
M
Eを
と
る
の
と
は
な
く
、
に
い
較
的
一
殺
や
か
な
手
法
に
よ
り
対
比
し
て
い
る

t
y
u
ド
わ
か
る
～

ま
三
、

大
ノ
丸
山
染
防
！
リ
法
で
は
、

九
九
六
刊
の
改
正
に
亡
リ
、
ド
古

従
来
規
制
刈
象
物
質
が
き
？
わ
め
て
狭
く
限
定
さ
れ
て
い
ヒ
が
、

販
を
性
を
臼
ず
る
有
害
大
気
汚
染
物
質
が
規
制
汁
象
に
加
え
ら
れ
、

一
二
一
間
続
絞
り
物
質
小
リ
ス
ト

y
ッ
ブ
ペ
ー
れ
た
n

そ
の
以
ひ
で
も
、

俊
光
前
二
取
h
従
む
べ
き
物
質

結
州
制
が
指
定
、
1
9れ
た
が
、

照
的
ー
へ
の
影
響
か
い
ま
に
京
確
実
日
投
開
に
あ
る
と
ジ

2
一
と
で
が
出

バ

L
基
づ
く
規
制
を
か
り
G
と
こ
ろ
ま
で
は
で
し
っ
て
い
た
い
。
な
お
、
健
先
取
組
物
質
？
っ
ち
、

ベ
〆

V
〆、

ト
リ
ク
口
口
エ
ナ

: Ex人i.tcチj苅＂ 3・4"82J 7:'8 [2υCS.; I、



ν
ツJ

、
叶
ト
ラ
ク
ロ
ロ
コ
デ
戸
／
心
一
初
段
に
つ
い
て
は
、
じ
急
な
排
出
判
制
対
災
官
吏
ず
る
も
の
〉
1

げ
て
指
定
判
官
れ
と
さ
れ
、
環
境

大
泌
が
た
め
る
指
心
物
質
州
制
茶
品
川
勺
に
差
っ
き
、
都
道
判
明
山
口
知
事
が
必
弘
、
こ
が
め
る
と
き
は
紡
’
一
汁
を
す
る
と
と
が
で
き
る
J

化
学
物
質

お
い
て
も
、
不
確
実
な
域
経
J
ス
今
に
こ
γ

ま
る
場
台
は
、
厳
し
い
視
制
を
か
け
る
こ
yu
は
黙
し
く
、
こ
こ
に
4
一ま

に
出
引
約
千
J
一
の
以
界
が
存
す
る
／
ぷ
え
よ
う
U

。J
判f
出" 

十
一
監
峠
引
に
川
川
一
α
ノ
る
制
限
の
限
界

－

L
W

、
、
色
、
、

iρr討
ん
川

1irし

に
よ
り
常
時
民
拒
L
U
J

る
こ
と
が
け
J

能
で
為
る
c

を
れ
に
対
し
、
土
撲
は
な
権
を
設
定
し
う
る
土
地
に
A
J
川
正
れ
る
域
内
明
ー
と
フ
J

P

？
で
丸
る

が
↓
ゆ
、
入
に
、

ー
壌
球
境
の
汚
染
次
況
L

つ
い
て
訂
以
機

mm常
時
誌
視
「
る

」
と
凶
い
き
わ
め
て
何
期
て
あ
る
と
い
わ
さ
る
を
符
な
い
F

三
む
に
め
、
大
気
内
山
末
、
本
質
汚
JA
八
火
工
口
い
い
制
い
比
し
、

土
決
河
宋
公
じ
口
法
制
は
、

を
の
整
鳴
が
大
判
に
遅
れ
、

公
合
行
政
の
袋
、
f
で

も
い
つ
べ
き
環
境
晃
司
J
O

パ
九
一

4
内
た
り
よ
う
や
く
設
定
さ
れ
る
と
い
っ

7

？
」

i

匂

J
J

環Jえ決におげる政治手伝その多悼j~

山開店川川抗心

i
峠
恨
め
染
に
つ
い
て
は
、
カ
V
ミ
2

ノ
ム
に
よ
る
イ
タ
イ
イ
タ
イ
病
が
深
刻
川
他
社
会
問
題
2
な
コ
に
こ
と
も
あ
り
、
川
山
泊
、
し

九
七
円
、
介
ー
に
は
艇
川
町
地
袋
J
N
J

品、同？
h
h

法
が
制
定
さ
れ
、
午
、
れ
に
法
っ
く
点
制
ド
実
施
戸
れ
て
い
た
が
、

市
街
地
の

ん
」
L
a
円
ノ
ド
ド

壌
汚
吸
い
つ
い
て
は
玩
京
れ
汁
計
へ
以
内
の

nyo一
千
場
跡
帥
に
ム
お
け
る
ハ
姉
ク
U

ム
汚
染
問
明
主
は
じ
め
と
十
台
印
刻
な
問
題
γ
？
次
々
ピ

発
U
H
L
1
ν

行
も
の
の
、
汁
広
ハ
ロ
が
判
制
定
さ
れ
る
ま
で
に
は
さ
り
に
々
夕
刊
の
蕊
U

け
を
す
λ

一
コ
ノ
る
こ
〆
一
乙
伝
一
つ
行
〉
ぞ
れ
ま
で
の
刊
は
、
「
同
十
F
泊

に
係
る
波
汚
染
対
策
祈
分
」
九
九
午
）
、

話
会
日
明
弘
J

に
係
る
壌
汚
染
調
～
1

・
対
策
指
針
」
及
び

1
右
機
山
崎
友
系
F

化
八
九
円
物
等

に
係
る
桂
子
地
本
汚
染
点
配
・
汁
策
暫
定
指
告
i

一
、
九

ι四
年
）
、
ー
上
総
e

地
内
ル
小
、
汚
染
に
が
伸
一
。
刈
4
V
・
対
策
舟
S
L
「

地
丘
公
上
六
団
体
に
お
ρ
て
色
、

り世判明
e

指
針
乃
に
長
つ
〈
行
政

は
ど
直
に
よ
る
也
叩
川
針
が
υ
京
山
正
し
さ
れ
り
川
奈
が
話
じ
ら
れ
、

九
A
1）

ま
た
、

活
動
炉
問
問
出
社
さ
れ
て
き
に
が
、

レ
ず
J

れ
も
法
中J
な
治
制
力
を
と
も
な
う
も
の
て
は
な
く
お
の
ず
と
限
芥
が
み
ら
れ
た
r

ゐ
州
出
の
地
力
f
V
H

ー九！凡
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共
団
体
に
む
い
て
問
、
条
例
主
制
定
7

し
、
君
主
Y
、
吾
に
一
戸
）
十
議
ょ
円
余
対
比
例
円
七
γ

ぷ
め
る
も
の
も
現
れ
て
者
止
が
、
凶
レ
ベ
ル
ご
般
的
な

法
洋
が
州
問
に
さ
れ
た
の
は

C
C

年
の
A

袋
汚
治
対
ノ
チ
一
1

十日げがマ］
M
初
で
あ
っ
打
。

？
壌
汚
染
付
策
法
は
、
ぶ
質
汚
濁
防
土
け
ぷ

「
特
定
施
設
」
廃
土
的
ま
す
九
は
？
l

袋
一
一
汚
染
に
よ
h
人
の
地
康
被
害
が
牛
ず
る
お

7
れ
が

忘
る
山
知
ム
ロ
ペ
当
j
p
k
叫

i
u

捕。γ加
の
省
、
む
珂
者
ま
た
は
1
1
有
者
に
境
内
ジ
ふ
り
詞
A
H
義
務
を
謀
「
ち
の
で
あ
｝
白
。

i
民
汚
染
状
況
認
査

の
結
来
、
環
境
符
告
に
定
め
る
士
川
市
に
泊
台
し
な
い
土
日
制
に
つ
い
て
は
、
郊
J

ぷ
初
出
町
軍
事
小
一
指
’
t〆
域
i

と
し
て
指
定
・
八
ム
不
ず
る

と
と
も

ι、
指
ど
J
A

一
城
古
除
に
記
載
し
公
衆
心
情
一
丸
に
供
す
る
一
一
と
と
さ
れ
こ
レ
る
c

さ
ら
に
、

の
l
広
汚
U
1
ι
1
h
h
uり

人
心
縫
い
川
被
告
が
止
じ
、

ま
た
は
作
じ
る
お
そ
れ
グ
あ
る
場
合
に
は
、
都
品
一
向
日
立
川
宇
は
、

土
地
所
有
者
問
T
J

に
対
L
、
汚
LAι

の
除
去
等

む
枯
E
uど
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
d

、
」
の
よ
う
に
、
土
機
内
一
一
市
に
対
す
る
事
佼
杭
院
に
つ
い
て
定
め
る

l
反
汚
染
丸
一
抹
伝
で
は
、
、
出
来

日
出
同
省
C
み
な
b
ず
じ
地
所
有
者
百
に
対
し
て
も
桐
応
C
L
R務
乞
点
し
て
い
る
向
、
に
犯
に
は
み
ら
れ
な
、

土
地
所
有
梧

ば
常
に
た
の
状
緊
宣
伝
を
と
よ
u
h
h
う
と
い
う
こ
と
が
恨
拠
に
な
っ
て
い
る
と
人
つ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
土
地
に
悶
「
る
引
淳
権
が
伝

ン
ス
ア
ム
の
な
か
九
効
果
的
に
取
り
込
ま
れ
て
い
る
と
い
、
ぇ
ょ
っ
。
し
か
し
な
が
ら
、
上
境
汚
染
状
同
調
去
は
、
謀
本
的
に
l
場
。
由

実
坊
の
際

ι時
ピ
山
一
定
さ
れ
て
お
り
、
依
快
、
子
二
l

↑
ト
表
に
現
れ
必
い
？
一
段
汚
設
が
多
数
に

l
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
懸
念
が
あ
る
ご

こ
こ
に
も
ま
た
、
財
ヂ
権
保
向
山
よ
る
規
制
的
子
法
の
限
界
が
存
「
る
の
で
あ
る
（

？
地
利
用
規
制
に
お
い
て
は
、

こ
の
ー
に
か
か
れ
る
規
制
的

T
法
の
限
界
が
よ
り
顕
吸
引
に
あ
ら
わ
れ
る
ラ
自
炊
公
園
法
、

ロ
扶
一
環
境

保
全
法
等
の
白
然
現
境
保
全
法
制
さ
は
、
同
げ
公
図
、
同
店
公
園
、
原
バ
↓
J
F

け
扶
川
勾
域
保
全
一
泊
山
崎
、
F

け
叫
町
九
時
議
保
人
地
峡
叫
す
を
い
揺
に
L
4人

う
え
亡
、

z
の
は
か
で
と
く
に
が
ヘ
ヱ
J

吉
山
で
つ
る
地
域
を
特
別
出
城
、
特
別
組
寸
」
等
と
し
各
粧
の
行
為
規
制
を
古
け
る
ゾ
i
ニ
シ
グ

F
法

が
中
心
的
役
一
川
会
一
次
じ
て
い
る
小
、

柏市生

μ然
環
頃
仙
人
子
泊
域
を
除
け
て
そ
こ
に
は
わ
私
有
地
も
多
，
ょ
日
中
ふ
れ
｝
白
に
め
、
実
m
M
i
九

レ
胤
引
を
か
け
る
の
が
推
し
レ
場
合
が
各
L
C
ま
た
、
行
山
川
被
官
民
に
よ
る
／
什
片
付
規
制
に
際
し
て
は
、

地
権
再
生
吋
に
対
［
通
常
作
ず
J
J
J己
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同
町
六
を
補
償
ず
る
こ
と
が
ぶ
め
ら
れ
る
た
め
、
地
域
指
定
を
す
る
ミ
こ
も
ま
ま
な
つ
な
し
ケ
マ
ー
ス
が
争
く
み
、
つ
れ
る
に
都
市
環
境
保
全
一

法
制
に
お
け
る
ず
一
シ
グ
に
つ
い
て
も
、
ほ
ぼ
河
渋
の
状
況
に
あ
る
と
い
え
も
で
勺
／
。

四

多
様
な
政
策

f
注
の
可

rγ
位

概
i!i 

す
で

ι述
べ
て
き
？
た
よ
う
に
、
山
胤
制
約
γJ法
は
、

に
お
け
る
攻
策
‘
1
4い
し
し
し
て
き
わ
め
て
効
呆
均
に
刷
い
ら
れ
て
長
て
お
れ
、

そ
の
来
た
し
L
き
た
役
割
U
U同
〈
許
筒
、
デ
れ
て
ー
か
る
べ
き
で
去
ら
う
（
規
制
約
手
法
は
、

唱
平
説
法
と
レ
う
法
領
域
の
尽
か

心
中
心
た
る
政
策
子
除
、
よ
し
て
治
川
さ
れ
づ
い
，
、
べ
き
も
の
で
あ
る
F

し
か

L
ヘ
ホ
が
ら
、
光
に
み

f
よ
う
に
、
対
制
的

I
訟
の
み
て
は

い
場
医
も
多
く
み

b
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
の
も
主
亡
事
実
で
の
る
F

そ
む
よ
う
な
場
医
に
お
い
て
は
、

見
制
的

T
ぽ
1
／
他
の
政
民
了
伝
七
組
み
ん
口
わ
せ
る
一
、
？
と
、
す
な
わ
ち
ホ
リ
シ

l
ミ
ッ
ヴ
ス
な
凶
る
こ
1
／
何
よ
り
だ
応
し
て
い
く
必
一
容
が

環Jえ決におげる政治手伝その多悼j~

dう

るれ
が
同
心
環
境
法
に
お
い
て
は
、
」
れ
ま
で
に
す
？
に
況
制
的
手
法
主
怖
す
「
る
政
ノ
向

T
法
引
用
い
、
つ
れ
て
き
た
に
契
約
r
l
J

法
、
行

政
指
計
一
了
よ
い
、

柄
引
ア
法
、

I
同
法
的
手
法
学
の
政
策
；
法
が
そ
れ
に
い
わ
た
る
ν

ヰ
ム
？
に
、
諸
外
国
の
以
境
法
に
お
レ
て
右
効

に
治
川
さ
れ
て
い
る
政

Mmfゅ
は
が
近

4
わ
が
凶
の
山
崎
品
掛
け
出
に
も
徐
々
に
導
入
さ
れ
る
も
て
つ
に
1
J

二
I4Lて
い
る
〉
h
i
寸
前
約
千
法
投
べ
υ
情

限
的
千
法
が
そ
の
－
代
設
的
な
も
の
で
為
る
。

ャ
れ
h
，
の
政
策
丁
法
ト
＼

環
境
法
心
領
域
に
お
い
て
、

い
か
な
る
か
た
ち
明
治
則
さ
れ
ポ
リ
ン
ミ
J

ク
ス
が
同
ら
れ

川一一

T

で
は
、

て
い
る
の
か
を
検
汁
す
る
と
と
も
に
、
ん
J

絞
の
可
能
糾
れ
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
U
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') 

中
市
川
制
的
手
法
ー
一
、
補
完
す
る
此
ド
ハ
汁
の
政
策
子
法

琉
い
い
呪
法
の
旬
域
に
い
b

い
て
は
、

胤
制
的
子
法
を
持
（
一
究
ず
る
他
の
政
時
前
手
1
4

法？
F
H
U
京
よ
り
い
い
［
川
い

い
一
こ
で
は
そ
の
代
表

的
q
J
の
を
い
く
コ

る
こ
ζ

y

すJ
る
ο

事
業
者
に
規
制
を
古
川
川
る
の
小
一
時
L
い
場
出
刊
で
は
、
円
μ

ね
γ
よ
H
rわ政川山人約、

行
政
指
導
な
と
の
非
権
力
的
行
慰
安
司
が
行
わ
れ
て

き
に
u

行
政
主
体
戸
事
業
者
ζ

の
掛
川
で
μ人
約
」
／
一
桁
結
）
〆
川
町
N

抱
負
荷
の
削
減
を
凶
っ
て
い
〈
契
約
千
ふ
ト
い
の
析
と
し
て
は
、
公
中
川
防
止
添
え

を
挙
げ
る
こ
J
が
で
き
る
c
F、
常
お
止
協
之
の
法
的
内
格
に
つ
い
L

は、

か
つ
て
紳
l
協
定
説
I
C
J
－
約
一
説
の
対
立
が
み
ら
れ
た
が
、
ん
J

ご
れ
一
何
学
、
お
と
み
る
の
が
般
的
で
d

めるし

日
で
は

慨
に
は
レ
え
一
ぱ
レ
も
の
の
、
法
品
市
J

拘
束
わ
宵
認
め
う
る
4J
の
に
つ
い
L
は、

公
宍
引
の
τ
日
協
ど
が
主
に
地
右
公
共
団
依
い
rhm
い
亡
広
ノ
＼
弔
い
ら
れ
る
I
う
に
な
ア
一
峰
山
と
し
て
、
そ
心
当
時
、
出
停
投
ひ
条
例

L
I

る
比
制
が
き
わ
め
て
不
卜
分
で
あ
η
、一与し札口

Y
4試
に
防
止
L
仲
1

つ
人
心
ψ
一
成
及
び
生
活
川
川
崎
か
一
守
る
た
め
に
は
、

規
制
約
千
3

い
以
外
心

政
策

T
泌
が
必

μへ
と
き
れ
て
い
た
f
H
乞
挙
け
る
こ
と
が
で
き
る
｝
ま
ι

、
ヤ
い
仲
叶
や
条
例
に
J
る
規
制
は
判
一
的
は
も
の
と
之
ら
ざ
る
を

氾
け
な
い
が
、
公
害
防
H
協
定
の
叫
ん
叫
ん
口
は
制
々
の
究
析
に
あ
わ
庁
仁
村
山
、
「
ず
る
」
と
が
で
き
る
と
い
よ
ノ
メ
り
γ
ト
も
あ
っ
た
っ
公
半
〔
一
防
止

協
定
の
内
ん
bLY
し
で
は
、
ば
い
冊
中
島
制
、
排
ぶ
規
制
、
騒
号
店
制
、
阪
助
規
制
等
唱
尖
者
の
義
務
を
広
め
る
も
の
が
中
心
で
あ
っ
た
が
、

協
立
は
あ
く
土
で
点
、
行
政
字
体
と
主
主
者
の
附
で
対
快
り
た
関
係
で
任
意
い
総
合
前
々
じ
れ
る
司
王
の
で
あ
L

り
、
干
の
ム
ィ
げ
や
従
来
の
反
制
的
手
法

／
）
の
一
氏
｛
ん
的
な
ー
ボ
主
で
あ
る

ま
三
、
作
令
ー
の
慕
河
違
反
が
あ
っ
止
と
き
に
、
七
だ
ち
に
助
制
的
手
1
4

作
L
U
Y

｝
戸
同
い
ゐ
の
で
は
お
く
、
規
制
権
限
を
両
日
以
と
」
2
今
行
政

指
導
を
行
う
こ
と
も
多
パ
口

に
ζ

え
ば
、
叫
叫
立
U
規
制
法
で
は
、
指
先
地
域
t

バ
に
お
け
る
ね
｛
止
し
場
等
に
お
川
て
パ
t
rる
騒
い
か
規
制

長
揖
違
反
乙
な
る
と
き
は
、
庇
町
村
ド
れ
が
ψ
J
V特
定
工
場
勾
J
L
V
一
設
置
す
る
事
業
者
に
刻
じ
改
善
勧
件
を
す
る
J

と
が
で
き
る
口
づ
こ
ど
い
、

改
菩
勧
告
を
交
ー
し
た
卒
業
者
が
こ
れ
に
r
此
わ
な
レ
と
き
は
、
市
河
村
長
は
そ
の
有
に
対
l
改
杏
命
令
を
円
九
J

却
す
る
ご
と
口
で
舎
る
（
す

: Ex人i.tcチj苅＂ 3・4'8tiJ 742 [2山S.;I、



ん
と
れ
ち
、

hM

次
的
に
け
強
制
し
り
字
タ
ー
も
な
わ
な
い
北
寺
勧
告
に
よ
芯
杭
や
か
な
行
政
指
導
を
行
い
、
こ
れ
に
従
わ
な
い
山
知
ム
円
に
の
み
、

強
制

HJry一
本
手
、
ノ
点
詩
人
町
人
ー
に
よ
h
規
制
を
か
け
る
こ
い
え
ノ
し
政
υ卜叩
ru
好
記
者
ン
ス
一
ブ
ム
と
仕
っ
て
い
る
の
で
あ
る
ラ
ま
三
、
い
川
人
約
の

ぬムロ
ζ

同
様
に
、
法
律
や
条
例
に
よ
る
規
制
主
分
で
あ
る
J
7
2
u
、
f
竪
辺
諸
手
法

7
5川
さ
れ
て
き
た
〉
三
え
げ
は
、
で
も

に
お
け
る
高
層
マ
ン
ン
J

シ
の
古
設
に
と
も
な
、
日
目
見
守
が
却
す
ハ
さ
れ
る
問
題
か
深
刻
化
L
に
勺
時
に
は
、

地
方
公
共
団
体
h
f

宅
地
苅

党
指
写
佼
縦
士
策
’
必
し
行
政
指
J
マ
に
占
め
ん
J

る
ほ
こ

L
に。

こ
の
よ
う
に
、
法
令
に
来
づ
く
財
制
を
か
け
る
の
、
日
制
排
な
場
面
に
お
い
こ
は
、
契
約
了
法
、
行
攻
指
導
手
法
が
有
効
に
一
川
市
さ
れ
、

そ
の
欠
士
制
う
い
と
が
で
さ
た
の
で
丸
る
ー

事
業

I
、
氏
、
補
助
手
伝
も
ま
た
、
規
制
約
千
が
と
み
わ
せ
て
以
J
M
か
ら
用
い
ら
れ
て
き
た
政
策
手
訟
で
あ
る
が
、

い
ず
わ
の
千
五
も

予
算
の
京
お
つ
け
が
求
め
ら
れ
る
ν

回
中
地
i

刀
公
共
同
件
な
ど
の
ノ
山
政
4

下
体
が
み
ず
か
ら
主
主
ー
ピ
行
う
事
菜
子
ー
は
が
導
入
さ
れ
て
い
る
川
内

と
し
と
は
、

は
央
公
図
以
に
来
づ
き
凶
ι
山
地
ん
公
共
図
伴
が
執
行
「
る
公
開
事
業
の
ほ
か
、

凹
や
地
レ
刀
公
共
団
体
が
大
気
汚
決
、

環Jえ決におげる政治手伝その多悼j~

の
れ
も
守
を
よ
校
一
に
防
止
ず
る
た
め
に
実
施
す
る
公
幸
一
防
止
事
長
な
ど
が
お
る
。
公
宇
防
止
事
町
三
い
安
、
L
i
r
－
費
用
の
八
工
部
ま
た
は

一
部
は
、
公
主
↓
防
ド
明
業
費
む
染
者
負
担
法
に
民
づ
き
、
そ
の
ふ
山
吉
九
日
勤
が
公
害
の
原
附
と
ん
品
る
手
込
者
に
負
制
刊
さ
せ
る
こ
〉
と
な
っ

て
い
る
、
ま
た
、

補
助
手
法
の
切
と
市
ν
て
は
、
三
倍
γ
巾叶パヨ対比…、と、
d

て
の
〈
川
町
少
机
ん
mAmfル
l
d

柑
設
去
に
か
か
る
補
助
主
ん
で
げ
る
午
と
い
引
J

で

三時
」

る計
判
的
手
法
は
、
長
期
的
川
市
d
u
h
，
ぎ
り
一
、
原
境
を
管
却
ず
r日
た
め
の
政
策
］
作
で
あ
る
υ

け
の
環
域
’
h
政
心
行
時
、
と
な
る
の
子
、
同
原

治
＋
荊
＋
仇
法
に
い
れ
釦
づ
く
川
原
域
件
前
京
一
F
阿
で
あ
る
が
、
地
方
公
共
巨
体
に
お
い
て
？
、
句
、
厳
境
泉
本
条
炉
内
に
誌
づ
く
川
県
境
汁
計
五
）
仁
川
円
士
策
定
す

る
つ
泊
川
沖
が
噌
加
？
て
、
る
。
そ
り
実
施
J

円
削
と
し
て
は
、
環
境
主
＋
法
が
守

る
公
小
川
防
止
自
制
。
一
は
か
、

水
質
汚
濁
防
J
H
法
に
υrt

つ
足
、
井
町
出
説
本
社
策
推
進
z
f

戸
一
肉
、
濃
ド
庁
内
ぺ
海
世
主
境
保
ん
山
町
別
措
置
法
に
片
山
づ
く
阪
一
円
内
海
環
淀
川
派
〈
工
法
私
一
一
川
西
、
河
川
川
市
本
慨
深
ん
工
科
叫

本一世ハ
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搭
同
法
に
立
つ
く
湖
訂
水
何
恒
川
出
会
一
計
週
、
回
刑
問
中
河
ハ
リ
て

P
M法
に
休
明
つ
く
窒
素
酸
化
功
松
戸
市
削
減
」
剤
投
び
打
：
f
状
物
質
稔
量
削

減
計
一
判
、
出
店
業
物
処
店
法
に
女
い
つ
く
紋
山
崎
棄
物
処
埼
計
司
及
び
議
立
川
山
崎
棄
物
処
沖
計
判
、

JH然
公
開
作
に
墓
っ
く
公
凶
計
一
団
、

mwA説
法
に
基
っ
く
鳥
獣
保
護
事
業
計
剖
等
が
あ
る
ロ
こ

の
実
施
計
自
に
お
い
て
は
、
ナ
品
、
に
み
て
き
ん
に
規
制
的

T
法
せ
の
政
策
一
十

法
が
そ
の
メ
ヱ
ュ
と

L
て
や
げ
ら
れ
て
い
司
令
n

、
」
の
よ
う

γ
わ
が
庄
の
照
治
法
に
h
ね
い
て
は

規
制
約

f
件
、
の
不
備
を
摘
だ
「
る
ん
一
め
の
政
策
子
法

hVA前
よ
り
有
効
ー
に
川
則
六

れ
て
き
た
が
、

J
れ
ら
を
も
っ
ご
し
に
も
環
境
負
荷
の
引
減
口
重
維
な
口
川
山
町
N

み
ら
れ
る
よ
う
に
伝
っ
て
き
た
〈

3 

環
境
法
に
お
け
る
新
た
な
政
策
千
法
の
可
前
吟

一点
r
午
、
わ
m
r
M
凶
の
保
墳
は
は
、
さ
ら
な
る
岳
民
を
叫
す
よ
う
に
な
う
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
ほ

2
心
ど
市
い
ら
計
る
こ
と
の
な
か
っ
た

政
策

T
法
も
積
他
的
に
直
一
入
さ
れ
る
よ
う
L

な
っ
て
き
て
い

そ
心
中
山
由
と
な
る
の
が
、

経
説
的

f
法
ー
し
情
説
的
T
I
K
で
ふ
る
v

こ

れ
ら
の
政
策
了
寸
法
付
、
規
制
的

f
fい
の
欠
倍
、
中
補
う
も
の
と
し
て
、
致
未
で
て
は
用
さ
れ
と
さ
ん
一
ち
り
と
あ
る
。
こ
一
一
で
は
、
こ
れ
ら
の

政
策

T
zは
が

わ
が
国
の
球
出
z佐
山
い
か
な
る
か
に
九
で
取
り
込
ま
れ
つ
つ
為
る
、
り
か
な
料
介
「
ず
る

2
と
も
に
、
ム
「
し
ぬ
の
川
氏
院
が
に
ど
っ

し
て
一
口
及
す
る
ャ

ζ

と
v
J
？にい
ν

料
情
的
手
法
と
は
、
川
場
メ
カ
二
ズ
山
正
通
じ
経
↑
ポ
的
y
1
ン
セ
〆
フ
ィ
P

ノ
主
代
V
Tる
ご
と
に
、
。
り
、

T
法
三
あ
る
〉
バ
叶
済
的

T
法
に
は
、
大
き
く
分
け
て

場
境
y
いH
荷
主
削
減
ず
ゐ
政
策

喝
の
ー
も
の
が
あ
る
ロ
ひ
こ
つ
は
、
瑞
境
負
川
引
を
削
減
す
る
活
動
や
原
山
保
公
一
を

凶
る
三
川
町
の
新
手
ん
な
い
叫
符
河
禿
等
に
川
刊
1
1
財
政
、
的

τにい
ο
り
、
坂
境
内
H
ハ
荷
を
削
減
し
環
域
保
人
吉
凶
る
方
向
に
診
E
T

ず
る
は
引
済
的

F
法
で
あ
れ
、

以
前
よ
h
わ
h
I

出
で
も
如
、
繁
に
川
用
い
ら
れ

、
｝
れ
に
あ
～
る
n

川
町
境
茶
京
以

一
羽
に
お
い
て
も
、
で
い
は
、
照
脱
会
背
治
駄
を
行
う
清
和
γ
、
環
境
会
仇
低
械
の
h
J

け
尽
に
必
設
な
れ
置
を
こ
る
J
と
を
坊
反
す
る
丈
吟
ピ
、

そ
の
者

ι汁
し
従
前
九
中J
な
以
成
士
行
う
よ
う
…
労
仏
わ
る
こ
と
と
さ
れ
亡
レ
る
に
よ
り
兵
体
的
に
は
、
潟
市
JU止
保
全
機
川
市
rL
よいり、

: Ex人i.tcチj苅＂ 3・4"88J 744 [2山S.;I、
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の
が
久
什
の

i
で
P
（

E
廃
ム
史
的
叩
の
処
刑

ur災
す
る
青
山
“
の
助
成
が
行
わ
れ
て
お
り

ま
た
、
事
業
者
が
行
、
ハ
ノ
公
害
防
止
対
策
に
つ
い
て

税
制
L
L

の
日
没
通
村
山
わ
が
認
め
ら
れ
こ
い
る
。

も
う
ひ
と
ハ
ノ
の
縦
ト
吟
uwf法
は
、
環
境
魚
川
引
を
ペ
J

じ
る
活
動
を
行
う
者
に
汁
し
、
将
ト
間
的
負
担
を
課
す
こ
ー
ニ
に
J
り
、
て
の
者
古
み

ず
か
ら
時
境
負
仇
の
は
減
に
努
め
る
、
」
と
と
な
る
払
う
に
誘
当
す
る
も
の
で
あ
り
、
内
約
一
任
問
的
デ
ィ
ス
ノ
パ
I

〆
セ
ン
子
ィ
ブ
を
列
川
ず
る
も

の
で
あ
る
u

環
境
長
本
法
一

粂
哨
引
げ
い
お
い
て
も
、

こ
の
ほ
、
に
減
ず
る
規
定
が
同
か
れ
て
い
る
が
、
わ
が
一
庄
の
川
町
境
t
訟
の
領
域
で
こ

れ
を
具
体
的
に
山
山
出
し
と
い
る
年

l
ス
は
い
ま
だ
多
レ
と
は
し
え
う
は
い
状
況
で
あ
る
c

環
境
以
諜
令
が
そ
の
代
表
的
云
も
の
で
あ
る
が
、

開
を
挙
げ
る
と
、
「
八
ム
汚
健
成
被
午
け
の
緒
償
等
に
践
す
る
渋
作

こ
ゴ
L

ノコ

y

t
z
l
wァ
イ

w
f

染
負
荷
需
拡
課
金
制
度
の
ほ
か
、
低
公
正
口
中
に
づ
い
こ
｝
一
一
郭
申
税
、
忘
却
…
以
ー
取
引
杭
の
税
rー
を
軒
減
し
、
」
吋
境
h
U門
官
刊
の
に
さ
い
約
一
品
一
f

川中

に
つ
い
マ
は
じ
説
中
税
れ
い
り
税
守
合
同
げ
る
と
い
う
い
わ
ゆ
る
ー
一
動
市
税
制
む
グ
リ
1
シ
化
包
ど
が
お
る
F

抗
手
、

ト
ヘ
ヌ
汚
h
Tに
と
ノ
＼
に

問
題
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
円
動
京
釧
出
ガ
ス
に
い
ト
一
目
す
る
も
の
と
あ
り
、
日
い
心
し
た

t
う
二
、
こ
れ
は
規
制
的
手
は
の
み
て
は

l
分

環Jえ決におげる政治手伝その多悼j~

に
対
比
で
き
な
い

2
と
ろ
か
ら
、
こ
の
工
、
円
ノ
ず
店
経
済
的
手
ム
パ
ー
ザ
ー
什
効
で
為
る
と
考
え
ら
れ
る
｝
ま
た
、
一
d
r
で
は
、

一
誌
の
市
町
村
で

一
般
廃
荒
川
明
の
佐
問
手
数
料
を
扱
以
ず
る
よ
う
に
な
コ
て
き
て
し
る
が
、
こ
れ
、
も
ま
た
決
制
的
？
法
ご
は
解
決
凶
段
で
あ
ワ
た

交
ル
刊
の
排
出
削
減
反
～
一
係
的
f
ン
七
、
J

フ
ィ
ア
／
一
行
J

え
る
も
の
と
な
コ
で
い
る
戸
さ
ら
に
、
白
快
、
公
開
決
心
二
ハ
）
〈
リ
什
改
正
に
よ
h

J

導
入
さ
れ
行
利
用
調
査
地
区
制
い
ご
し
は
、

J
Y

ち
入
り
に
あ
～
げ
千
数
料
を
徴
収
一
コ
ノ
る
ご
／
｝
予
定
り
ら
れ
行
3

w

れ
も
、
汀
然
公
闘
の
過

剰
な
引
い
切
に
よ
る
負
荷
を
低
減
す
る
た
め
の
任
消
的
手
法
の
明
文
化
で
あ
り
、
ゾ
市
一
ン
グ
に

rhw
氾
利
用
税
制
の
せ
己
は
γ

川

庁

C4め
3

た
む
を
待
コ
た
も
一
け
ζ

考
手
い
り
れ
る
。
ま
た
、
高
川
昨
日
版
完
…
川
に
附
y

刊
俄
洛
に
一
ア
ド
、
〆
ソ
ト

預
り
ふ
γ）

JY
卜
乗
せ
し
、
治
安

日
以
に
容
器
包
去
を
返
却
ム
n
J

る
い
ご
た
九
よ
り
で
ノ
ド
ジ
ノ
f
h
J
J
白
羽
さ
れ
る
2
い
う
一
ブ
ポ
ン
ァ
ト
引
皮
色
、
縫
一
荒
物
の
折
山
！
日
m
z
V
｝
川
削
減
す
る

心
止
に
紛
ハ
斗
刊
さ
れ
て
レ
る
が

一
郊
の
地
1

刀
公
共
布
体
で
道
入
さ
れ
て
レ
る
に
川
市
子
d
な
い
c

司2
14£ 

（！メ人民半、 cs＇ス・＂ 189、74仁：zo＇.〕8.11、



れ
が
同
心
環
境
法
に
お
い
て
は
、
L
Y

く
に
後
九
去
の
よ
う
な
叫
ん
済
的
デ
f
ス
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
F

ど
付
守
す
る
、

ζ

に
土
わ
環
岐
負
品
の

削
減
を
川
内
る
む
ぇ
向
的
手
法
に
コ
い
一
に
は
、

J

て
い
る
y

こ
は
い
U

吹
い
状
況
で
あ
る
ハ
廃
業
物
問
題
、

泡
八
悼
式
州
政
化

, 

間
認
可
の
T

ハ
刷
り
に
多
数
の
九
r牛
源
に
起
因
」
7
る
問
忍
に
対
処
ず
る
た
め
に
は
、
い
一
り
て
つ
仕
針
済
的

f
法
を
高
坊
に
活
凶
ず
べ
き
で
あ

川
県
域
会
荷
の
け
肯
い
日
一
？
山
に
つ
い
て
却
さ
れ
る
製
品
以
、
諌
主
の
湾
入
が
考
え
ら
れ
、
ま

刊－

～
～
、
池
球
「
い
川
一
悔
化
問
活
に
間
十
L
J
G
法
問
ピ
お
い
マ
、
は
、
十
U
W刈
1

誠
一
定
主
に
お
い
て
か
川
川
汁
取
引
税
廿
ノ
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
が
、
弘
幸
対
果

る
。
廃
棄
物
問
題
に
湾
計
二
Q

件
一
川
に
お
い
て
は
、

万
ス
の
外
出
に
あ
た
り
炭
素
税
官
立
：
へ
す
る
こ
t
J
U
検
討
す
る
必
法
が
丸
る
2
同
い
わ
れ
る
U

そ
乃
一
ほ
か
、

一
部
心
地
方
公
ん
司
体
に
お

十
い
司
て
注
入
、
づ
、
れ
て
い
る
同
業
深
長
物
税
、

レ
ご
／
袋
町
川
生
J

の叫
4

M
税
も
川
い
古
川
約
一
竺
ノ
ス
J

ン
ピ
ノ
一
一
ノ
ノ
ブ
を
一
活
用
L
U
J

る
粁
済
配
下
法
で
為

プ
包〉
｝ ο、
相
税
公
平
主
誌
の
観
点
F
H一
問
題
が
な
い
か
再
検
古
川
す
べ
な
か
も
し
わ
し
入
品
い
コ

し、

、｝！丙

C) 情
↑占的
認手
モゴ じ、
問と

も;co:iii 
1Jt f立

る全
積
仁他
よ 約百
りな
事

主主
芳を 打

者や

りよム
Wi 角
治 j't:
自己 cご
l事少
'V U 

j量生i
r品
る吉
』文 7主
：主主戸、
子て
2大ぎ
てる
あよ
る＇＂つ
ィ、、
主主 令
官主主
な活
環 ¥ll)J
j兄－＇＼＇
') i長
ス日
ク hこ
:" ，コ

対
し
て
は
、
規
制
的
手
以
な
川
い
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
そ
の
よ
う
ム
広
場
出
と
併
殺
的
］
汁
ヤ
ピ
「
川
田
川
し
、
税
読
む
六
荷
を
削
減
ナ
ゐ
こ
と

は
川
ユ
ド
で
一
山
る
ご
ま
丈
、

行
政
リ
ソ
ー
ス
の
限
界
か
、
つ
山
規
制
的
手
法

T
t
Q解
決
は

小
山
定
多
料
品
の
発
生
械
に
起
肉
す
る
問
川
西
で
は
、

桂川、）
L
M＼
こ
ご
で
も
情
札
必
町
一
ヨ
決
を
右
効
に
活
尼
子
る
こ
と
に
よ
れ
2

、
環
境
負
荷
吉
削
減
す
る
こ
？
？
む
き
る
と
巴
わ
れ
る
じ

れ
が
同
心
環
境
法
に
お
け
る
情
恨
的
手
法
の
－
M
川
Y7ν
て、

え
九
力
｛
リ
に
制
定
さ
れ
ん
｝
1

れ
だ
に

Jγ
物
質
の
出
境
へ
の
北
山
ハ
円
一
止
の
刊
一

料
等
及
び
管
謹
の
改
音
の
促
ω
止に
L

悶』
1J
司
令
法
律
」
以
下
、
「
υ
1
R
i
R法
）

に
お
け
る
化
干
物
質
の
排
出
U
5
・
移
玲
豆
の
尚
一
七
〆
ス

ァ
ー
を
リ
午
け
る
こ
乙
が

日
法
は
、
有
宝
川
牝
が
あ
り
h
h
ψ

広
範
匹
に
継
続
的
に
存
ー
仕
す
る
化
下
物
質
ゃ
い
政
令
と
指
定
し
、

化リ
pf物
即
日
り
製
一
色
宇
染
者
守
に
時
出
へ
の
純
白
星
及
び
移
動
車
に
つ
い
て
抑
制
ー
よ
羽
県
知
事
を
川
引
出
し
て
列
へ
川
明
日
さ
よ
、

川
］
民
か
ら
の

慌
J

小諸

KHm丸
る
と
き
は
、
事
業
所
ご
と
の
ず
l
タ
乞
昨
不
す
る
2
レ
司
、
J
V
パ
づ
ム
を
柱
と
［
て
レ
る
し
小
伝
パ
人
以
北
見
リ
ス
ク
を
右
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ず
る
ん
：
リ
γ
功
件
以
に
つ
い
て
は
、

中
市
川
制
的
手
法
を
即
日
い
る
一
一
方
f

｝
は
適
切
で
は
1
4
い
が
、
こ
の
よ
う
な
情
報
的
手
パ
出
十
一
利
回
！

F
る
ミ
乙
ケ
。

り
、
事
業
者
の
探
域
内
只
荷
削
減
に
向
け
丈
山
主
的
取
組
、
再
一
促
進
す
る
こ
と
に
つ
な
が
れ
、

行
政
体
ー
も
化
年
物
質
に
つ
い
に
の
情
報
キ

犯
が
ず
る
こ
y
、
が
一
口
ふ
吃
乙
な
る
の
平
な
ら
ず
、
出
民
に
よ
る
事
業
者
心
院
視
4
実
現
さ
れ
る
乙
い
う
メ
リ
ヅ
ト
が
あ
る
」

P
R
r
H
法

は
、
対
係
ず
る
各
主
体
の
ハ

i
ト
ナ
シ
ヅ
ブ
に
払
打
、
化
石
物
質
の
隙
廃
リ
ス
ク
キ
一
低
減
さ

3JU－
－
巾
い
を
挙
人

L
～
法
作
で
あ
る
と

／
）
ら
え
る
こ
、
、
が
で
き
、
主
体
問
り
リ
ス
ク
ケ
ミ
」
一
ケ
シ
ョ
ン
が
主
民
な
役
ρ
ム
を
来
た
し
て
い
る
と
川
与
え
よ
う
n

亡
の
は
か

九
九
八
年
に
川
μ
止
さ
れ
た

地
球
温
成
化
対
策
の
推
進
に
認
す
る
法
符
」
で
も
、
温
室
効
果
庁
ス
を
多
量

ι排
出
す

る
事
業
者
に
汁
し
、
卒
業
所
ご
と
に
温
室
効
果
ガ
ス
の
対
出
世
を
角
川
記
し
、
中
立
ペ
所
持
！
大
住
に
報
止
け
す
る
こ
と
を
義
沿
っ
日
亡
い
る
し

情
告
さ
れ
れ
J
T
1
タ
は
、
事
業
所
容
l

大
医
が
環
境
人
巳
及
ひ
統
済
産
業
ト
八
医
に
通
知
し
、

両
十
九
凶
が
い
」
れ
を
業
計
L
公
ι
ム
す
る
日
」

1r
と

さ
に
引
い
て
い
）
布
い
わ
f
も
ま
た

同
制
的
手
い
い
に
な
じ
豆
な
い
山
内
同
に
つ
い
て
、
常
識
的
］
法
ー
ピ
川
市
す
る
こ
と
に
よ

η

事
え
者
心
山
い
い

主
的
山
相
判

bfm送
「
る
も
の
と
い
え
よ
h
m
l
u

ま
た
、

土
岐
汚
染
対
叢
法
に
お
い
て
は
、

上
円
以
（
り
r
h尚
氏
状
態
が
川
県
域
省
令
予
定
め

環Jえ決におげる政治手伝その多悼j~

に
適
合
し
な
い
相
場
企
は
、
当
該

i
地
ど
限
定
区
域
と
い
て
拒
定
公
不
し
、
出
戸
支
区
域
台
帳
に
一
叫
栽
し
て
八
千
パ
求
心
閲
覧
に
位
与
る
こ
と

と
さ
れ
て

b
り、

こ
れ
け
？
地
川
L
h
長
↓
等
に
J
h
J
染
除
？
心
的
イ
プ
工
、
〆
フ
f

の
情
門
的
行
的
手
法
と
し
て
も
と
ら
え
る
工
）

が
で
き
る
い

、L
の
よ
う
に
、
わ
が
国
に
お
い
て
ー
も
、
淀
川
ポ
規
制
的
子
法
を
い
川
い
る
、
」
こ
が
較
し
か
っ
た
間
延
に
つ
い
て
、
近
午
に
ヨ
り
徐
4
に
で

は
あ
る
が
情
報
的
子
法
が
が
一
ケ
人
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
υ

廃
禁
物
法
制
に
お
ど
に
も
、
疋
業
同
】
棄
物
菅
川
崎
禁
制
交
当
に
そ
の
山
市

を一
J
向
山
肝
司
令
、
ア
ζ

？
で
き
る
が
、
十
一
棄
物
の
梓
山
内
松
川
討
中
け
郎
、
岐
を
ヨ
摘
し
、
さ
ら
に
ふ
〈
治
則
3
れ
る
こ
と
が
笠
3
れ
る
U
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山
札
制
り
市
千
江
に
よ
っ
て
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、
」
れ
ら
と
組
み
合
わ
せ
て
実
効
性
心
ー
の
7
9
成
段
負
荷
C
飢
減
b
y
図
っ
て
い
く
べ
き
で
あ
ろ
う
ー
政

’X
A
H対
策
左
本
法
が
制
定
さ
れ
て
か
ら
、

凶
C
午
以
ー
の
υ
此
月
が
y
w
九れず八。
η

一
、
の
司
、

凶
十
、
公
d

古
を
は
じ
め
J
ず
る
’
X
A
什
間
－
訟
は
、

同
日
目
的
令
交
一
谷
を
み
叫
汁
て
現
在
の
時
出
問
題
に
μ

二
工
、
る
。
ム
弓
血
戸
市
排
出
力
ス
に
よ
る
六
J

九
汚
染
問
説
、

生，＇~ 
排
水

d、

る
木
目
i'i 
J胃

問
題
、
化
学
物
質
問
程
、
」
従
来
物
同
組
、
地
～
J
1
4
y
－
直
一
院
化
問
題
な
ど
〈
I
け
の
環
境
問
題
は
、

い
ず
れ
も
そ
の
メ
カ
一
て
ム

て
お
り
、
品
一
株
な
主
体
が

75
で
い
お
係
し
L

い
る
η

L
問
題
も
多
く
顕
p
h

引
い
化
し
て
お
り
、
わ
が
沼

に
お
い
て
も
怯
の
政
策
ア
法
う
L

の

ポ
リ
シ
ー
ミ
ツ
ケ
ス
が
五
賓
と
球
短
1r
な
っ
て
い
る

叫
刊
吟
約
千
い
レ
及
ひ
情
市
的

T
訟
は

規
制
的
手
出
一
山
f
火
泊
古
川
川
、
っ

と
く
に

と
の
で
芦
る
有
効
な
政
恥

f
ム
は
で
の
り
、

そ
れ
に
よ
け
、
同
係
寸
る
す
べ
ν

、
ω
i体
主
環
境
伝
J

ハ
し
の
方
向
に
誘
い
、
環
域
ハ
収
J

ハ
し
の
ャ
｝
め
の
一
白
ム
丁
的
取
組
を
犯
す
こ
と
が
叶
医
L
Y

な

る
て
あ
ろ
う
今
後
、
わ
が
同
の
謀
議
出
に
求
め
ら
れ
る
の
は
、
そ
の
と
う
と
法
制
民
’
v
d計
ナ
る
こ
と
で
は
た
」
い
だ
ろ
う
か
〈
」

一
－
、
公
害
法
作
γ

市
十
倍
h

［
、
季
初
刊
の
あ
る
心
主
対
比
一

f
r
h
u
進
し
二
い
く
た
め
山
、
荒
木
法
制
定
守
主
む
戸
が
一
川
町
ま
れ
e

円J
パ
ー
省
の
公
害
岳

議
会
に
お
い
て
討
論
が
孟
ね
コ
れ
、
ん
一
ノ
七
主
に
之
、
っ
b

く
パ
ム
宇
門
汁
涜
某
不
十
九
J
U

工L
y
c
hい
人
カ
ノ
せ
出
掛
利
条
一
明
を
指
く
な
ど
問
円
川
辺
J
J
多

ーかワ

hl一
本
終
的

loA民
主
法
制
ペ
J

確
立
さ
れ
一
心
は
、
九
f
、
リ
比
心
1

ふ
も
再
川
九
百
L

に
記
い
て
公
害
対
J

セ
サ
ド
l
v
V
古
川
王
さ
れ
笥
ア
ポ
訓
和
朱

一h
F
V
t
H
除
さ
れ
と
と
き
で
あ
る
J

同
日
之
、
本
官
汚
法
汚

iv法、
ζ
山
臼
川
崎
の
壌
の
汚
染
月

ιυ今
」
広
ヂ
る
法
相
一
、
「
廃
主
物
心
処

ri及川ー

さ
コ
田
信
に
開
計
る
法
体
一
生
J

り
判
定
、
大
気
円
染
防
！
と

μ
、
部
古
前
一
芸
、
ム
守
の
改
バ
な
と
れ
、
人
リ
環
境
民
り
た
位
し
た
る
も
の
が
定
成
し

／一

地
球
川
市
淀
化
等
心
地
球
寝
冶
出
u
－
起
の
来
雪
化
に
ζ

も
な
し
、
ι
J
代
の
一
ャ

F
J
L
A
口
致
す
♀
ル
ぶ
法
を
求
め
／
U

宇
y
C
J
が
J
M
ま
！
旬
、
五
日
古
川
W
A収

益
キ
誌
の
ふ
本
的
な
い
U
昨
亡
を
緋
色
ー
は
カ
ら
ー
も
、
ル
制
作
な
主
主
辿
念
を
古
一
川
に
市
川
内
庁
る
域
ほ
芸
：
ト
れ
か
制
定
さ
れ
た
ー
ア
ご
れ
は
、
将
来
J
U
代
、

2 

己主
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環Jえ決におげる政治手伝その多悼j~

の
良
好
な
瑛
A

阜
の
締
本
、
す
な
わ
ち
件
涜
司
誌
な
い
冗
辰
一
を
～
一
現
す
こ
い
う
弘
代
同
公
リ
の
逝
人
一
主
よ
あ
り
、
」
司
7
1
油
球
山
川
河
Jm円
凶
起
の
部

『
ん
に
あ
一
）
て
は
、
光
弘
一
間
い
が
ん
志
田
］
を
U
H
Jけ
的
。
校
術
的
に
支
援
寸
る
凶
際
市
川
剖
心
主
及
、

r
な
わ
ち
凹
家
内
小
、
の
珂
r
イ
乙
で
あ
る
い

一
っ
こ
九
「
M
f
ノ
年
比
正
て
は
、
終
涜
耐
刊
柔
以
の

tH除
、
持
｛
完
治
雨
、
制
の
磁
I
、
上
事
午
－
慌
と
し
去
何
心
不
一
訳
、
民
H

制
度
ぐ
斗
へ
壮
一
一
弘
ぷ

問
題
；
ト
引
い
て
ふ
J

点
に
つ
い
て
の
改
止
が
行
わ
ふ
れ
十
工
と
れ
一
役
夫
九
七
一
牛
改
札
に
お
け
る
句
浪
バ
人
柄
害
賠
日
出
作
凱
は
の
事

J

人
、
九
七
回
牛
肉
叫
リ
に
お
げ
る
お
年
出
制
制
沼
の
場
人
な
乙
重
宮
什
叫
ん
札
止
が
次
々
に
行
む
札
ア
ロ

ヘ
4
）
戸
川
埼
当
琉

7
悦
二
ノ
ヰ
坂
峠
況
循
環

rLrc九九
f

川しす
H
I

ヘ
H
経
印
日
・
二
ノ
ノ

fyrMF）
十
山
一
）
臼
「

F

U

V

Jゲ

J

オ
ヰ
／
組
ば
、
一
一
表
明
干
M
M
却
防
止
は
周
辺
に

μ
け
る
湾
出
征
「
！
J

染
の
、
ヱ
要
な
一
一
岡
市
マ
託
／
一
考
え
つ
一
れ
、
九
九
七
年
以
内
付
手
格
的
主
ノ
r

v
以
訂
正
日
始
士
山
咋
が
、
ガ
λ
k午
C
L
J
4

県
所
沢
リ
F
h
J
げ
る
い
グ
イ
2
ナ
ン
ン
汚
宋
日
開
引
は
、

3
7
ィ
？
に
？
ひ
る
布
、
引
の
あ
り
い
F
Aパ
同
わ

九
る
な
し
一
以
下
八
な
社
会
白
川
だ
レ
ェ
乞
m
h
t
寸
る
｝
ニ
」
な
〆
た
一
こ
ジ
ー
？
〆
な
経
緯
？
刀
ぅ
、
司
と
て
従
ホ
フ
時
託
生
に
は
な
い
婦
は
一
メ

y
ノ
ア
柿

附
的
日
法
律
と
＼
－
J
1
7
／
イ
七
、
ン
ン
知
刈
市
持
引
伊
需
J
A
P
京
日
、
左
京
L
L
う

か

に
2
4
L
V
川崎

υ
J
んド

て
ふ
り
一
平
一
の
は
小
、
一
小
川
山
投
立
案
4

ぜん
f
h
J
示
法
リ
丸
田
、
つ
い
て
、
き
わ
め
て
系
い
日
開
と
池
沼
f
h
v
な
と
、
改
止
を
正
泊
る
A

び
、
規
制
は
お

化
さ
れ
、
、
：
A
V
P

一
戸
よ
景
削
法
制
定
乙
l
↓
厄
利
閉
山
九
制
二
づ
い
プ
三
計
綱
は
、

H
M
N
夜
川
上
位
引
民
税
制
論
／
〕
円
庁
制
山
」
り
↑
リ
ス
ト
一
一
一
回
守
二
阜
、
以
A

参
加

（
六
一
一
民
制
川
刈
何
吹
t
1
h
干川
r一拍戸泣
J主J

～円4
、
ノ
」
ら
れ
司
匂
、
と
l

｝h
ゆ
つ
た
に
凶
口
心
同
h

は
、
古
ん
竹
ρリ
「
γ｝

ι叫公
1

〉計引
1
h
比
市
宰
判
J
札
（
袖
パ
川
！
引
川
刊
干
主
二
イ
i
↓
 

月＝

Hγ
咋ト4
一
ゐ
二
，
門
何
》
へ
ノ
fρJ）
及
む
ケ
ド
口
口

け

rニ
一
寸
b

～
の
存
イ
！
刀
応
ヲ
守
1ω

こ
れ
i

勺
の
判
決
は
、
、
ず
れ
よ
J

i

一
↓
動
車
防
止
山
カ
〆
山
の
針
子
以
特
区
一
－
h
？
山
住
民
ワ
炉
岡
山
司
被
害
こ
の
間
に
在
町
二
一
山

国
院
本
間
係
主
認
め
、
定
淡
町
平
山
之
一
泊
、
え
る
付
L
J
状
物
政
心
f
午
止
め
を
会
ト
し
る
込
の
ピ
ヲ

ヘ
9
）
九
？
じ
九
斗
に
り
ぺ
｛
局
さ
れ
｝
恥
賀
川
口
己
一
以
の
山
ロ
リ
ボ
否
一
化
の
均

ιに
～
J
q
る
条
例
は
、
有
〆
3
家
庭
叫
ん
口
氏
洗
町
む
市
内
沼
市
？
泊

詳
〆
一
杭
｜
計
る
一
f
l

り
ノ
な
説
制
J
U
T－
店
主
一
阿
川
ヶ
ー
ハ
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